
２０２４年　３月３１日現在

（単位：円）

　科　　目 金　　額  　科　　目 金　　額

資　産　の　部 負　債　の　部

　流動資産 7,885,771,399  　流動負債 8,838,387,507

現金及び預金 2,382,227 営業未払金 2,918,374,586

営業未収金 1,744,160,975 未払金 217,583,095

棚卸資産 197,500 未払費用　 118,886,515

前払金 54,100,930 未払法人税等　 16,108,300

前払費用 78,381,822 未払消費税等 34,617,300

未収収益 11,696,569 営業前受金 5,527,755,783

短期貸付金 5,990,597,684 預り金 5,061,928

未収金 3,834,200

立替金 419,492

 　固定負債 124,200,438

　固定資産 2,347,913,030 退職給付引当金 115,700,438

有形固定資産 38,909,347 役員退職慰労引当金 8,500,000

建物附属設備 31,950,560

器具備品 6,958,787

無形固定資産 73,529,936

ソフトウェア 72,297,769

その他 1,232,167 負　債　合　計 8,962,587,945

純　資　産　の　部

投資その他の資産 2,235,473,747 　株主資本 1,271,096,484

長期貸付金 2,050,000,000 資本金　 100,000,000

差入保証金 93,358,844 資本剰余金 140,000,000

長期前払費用 142,263 その他資本剰余金 140,000,000

繰延税金資産 91,972,136

長期債権 5,504 利益剰余金 1,031,096,484

貸倒引当金 △ 5,000 利益準備金　 18,124,000

その他利益剰余金 1,012,972,484

繰越利益剰余金　 1,012,972,484

（うち当期純利益）

　純　資　産　合　計 1,271,096,484

資　産　合　計 10,233,684,429 負債・純資産合計 10,233,684,429

  第　52　期　決　算　公　告

㈱JTBビジネスイノベーターズ

東京都港区港南1-6-31 品川東急ビル7階

    (123,867,292)

貸　　借　　対　　照　　表



 

           個 別 注 記 表 
 

【重要な会計方針に係る事項に関する注記】 

１．資産の評価基準及び評価方法 

棚卸資産の評価基準及び評価方法 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）を適用しております。 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産・・・・・・定率法を適用しております。 

        ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は

定額法を適用しております。 

 

（２）無形固定資産・・・・・・定額法を適用しております。 

     なお、ソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５

年）に基づく定額法を適用しております。 

            

３．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金・・・・・・・売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており

ます。 

 

（２）退職給付引当金・・・・・従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づき当事業年度末において発生してい

ると認められる額を計上しております。 

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（11 年）による定額法により按分した額を、それぞ

れ発生の翌事業年度から費用処理しております。 

 

（３）役員退職慰労引当金・・・役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。 

                 

４．重要な収益及び費用の計上基準 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日）等を適用しており、約束

した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込ま

れる金額で収益を認識しております。 

宿泊オンライン決済事業の売上は、宿泊期間内で履行義務が充足されると判断していることから、

決済代金を対価として、宿泊期間にわたり収益を認識しております。また、システム開発や業務受託

等の旅行外案件は、顧客との契約内容によって一定期間にわたり均等に、または実績に応じて、契約

に定められた金額に基づき収益を認識しております。 



 

         

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

（１）消費税等の会計処理・・・税抜方式によっております。 

（２）グループ通算制度・・・・グループ通算制度を適用しております。 

   

       

【収益認識に関する注記】 

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

収益を理解するための基礎となる情報は、「重要な会計方針に係る事項に関する注記 ４．重要な収

益及び費用の計上基準」に記載の通りであります。 

 

 

【貸借対照表に関する注記】 

１．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

        短期金銭債権   6,160,806,134円 

    長期金銭債権   2,050,000,000円 

        短期金銭債務   1,911,870,647円 

     

２．有形固定資産の減価償却累計額          101,074,376円 

      

３．顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債の残高 

（単位：円） 

 当事業年度 

顧客との契約から生じた債権 1,744,160,975 

契約負債(注 1)    5,527,755,783 

(注 1)貸借対照表上、契約負債は営業前受金に含まれております。 

 

 

【株主資本等変動計算書に関する注記】 

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項 

   発行済株式は普通株式で 74,000株であります。 

 

２．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

   該当事項はありません。 

 

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

該当事項はありません。 

 

 


